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Ⅰ．緒言

　2020年度の大学の授業は，新型コロナウイル
ス感染症の影響によって開始日の延期や授業形
態の変更，すなわち従来の対面形式をオンライ
ン形式に変更して実施することを余儀なくされ
た．文部科学省（2020b）は，大学等における
感染拡大防止措置のひとつとして，設置者に対
し「多様なメディアを高度に利用して行う授
業」（以下「遠隔授業」と略す）を活用し，学
修機会の確保に留意するよう通知をした．授業

開始に際して全国の国公私立大学や高等専門学
校の対応は，4月10日時点で全体の8割以上が開
始日の延期を決定，または検討され，同じく8
割以上が遠隔授業を実施または検討する状況で
あった（文部科学省，2020c）．実際に多くの大
学で遠隔授業が実施され，規模別による授業形
態の決定や受講生の運動を大画面で確認する環
境の構築，学生による新入生サポート，データ
ダイエット，教職員の情報交換会など，各大学
において工夫した取組みが行われている（文部
科学省，2020a）．また，遠隔授業の実施には通
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信環境と情報機器が必要不可欠であることから，
学生に対して環境調査を行う大学もあった（加
納，2020；内藤，2020；野村，2021；内山ほ
か，2021）．学期末には遠隔授業の実態把握と
今後の改善に向けた調査も行われており，その
結果が各大学の紀要やホームページで報告され
ている（樋口ほか，2021；関西大学，2020；日
本体育大学，2020；辻川ほか，2021；早稲田大
学，2021）．
　仙台大学（以下「本学」と略す）においても
緊急事態宣言の発令と宮城県内の感染拡大を受
けて，入学式の延期とオンライン開催への変更
や，授業開始日を約1か月延期して5月11日とさ
れた（仙台大学，2020a）．そして，5月から全
面的な遠隔授業を実施するにあたり，この 1か
月間は大学メールアドレスの利用確認をはじめ

（仙台大学，2020b），全学を挙げて各種準備が
行われた．本学の遠隔授業には，Google社が提
供する学習管理システム「Google Classroom」，
ならびにビデオ会議システム「Google Meet」
を利用する方針となったことから，授業開始日
に向けて利用方法の確認を目的とした全教職員
対象のFD研修会や学生向け基本操作マニュア
ルの作成が行われた．さらに，事前調査によっ
て4割の学生がタブレット端末やパソコンを所
有していないこと，半数以上の学生がデータ通
信容量に制限があることが明らかとなり，教育
の質保証と遠隔授業を円滑に進めるという観点
から，全学生に対してApple社のタブレット端
末iPad Wi-Fi + Cellularモデルを無償貸与した

（志村，2020）．この他にも，学生や教職員を支
援する遠隔授業サポート委員会や2021年度以降
に向けてICT教育推進プロジェクトを設置す
るなど，教育研究の充実とコロナ禍という不測
の事態を乗り越えるべく様々な対策が講じられ
てきた．
　遠隔授業が中心となった2020年度の授業につ
いて，多くの大学で今後に向けた実態調査が行
われた．本学においても遠隔授業に関して様々
な取組みと対策を講じており，この1年間の成
果と課題を検証することは，教育研究のさらな
る充実を図るために重要だといえる．そこで本
研究は，本学の遠隔授業に関する実態を明らか

にし，今後の遠隔授業の在り方とICT教育推
進に向けた検討をする際に一助となる資料を得
ることを目的とした．

Ⅱ．方法

１．対象
　対象者は，仙台大学に在籍する全学部生とし
た．2020年度後期第15回授業終了日の2021年1
月26日から2月28日の期間に，Google社が提供
するサービス「Google Forms」を用いて無記
名のアンケート調査を実施した．対象者には調
査開始日に，「調査の背景と目的」，「アンケー
トにアクセスするためのURL」，「回答が成績
や学生生活に影響を与えないこと」，「回答を拒
否しても不利益を被ることは一切ないこと」を
記載または文書添付したメールを一斉配信し
た．その後，2月3日と2月18日にもアンケート
調査への協力依頼メールを再送し，同意できる
場合に限り回答を求めた．調査実施期間におけ
る在籍学部生数は2,577名で，回答者数は1,188名，
回答率は46.1%であった．なお，本研究は，仙
台大学倫理審査会の承認を得て実施した（承認
番号2020-25）．

２．調査内容
　アンケートは「属性」，「学修環境」，「貸与
iPadの利用状況」，「遠隔授業」，「非認知能力」
の5つのセクションで構成した．「学修環境」と

「貸与iPadの利用状況」，「遠隔授業」の実態把
握を目的とした項目は，本学において2020年12
月に開催されたFD研修会「遠隔授業の改善の
方向性を探る」報告書と長谷川ほか（2011）の
報告を基に共同研究者と検討した．「非認知能
力」のセクションは，コロナ禍など不測の事態
を乗り越えるには体育大生特有の力があると考
え設定した．測定する項目には，竹橋ほか（2019）
が邦訳し作成した日本語版グリット尺度を用い
た．グリットとは長期目標に対する「情熱」と

「粘り強さ」であり，Duckworth et al.（2007）
によって定義づけと測定尺度の開発がなされた．
日本語版グリット尺度は，先行研究と同様に興
味の一貫性因子と努力の粘り強さ因子の2因子
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が開発したKH Coderを用いてテキストマイニ
ングを行った．この項目のみ回答が任意であ
り，データ数は235件であった．このうち，回
答が「特になし」またはこれに類似する語句を
削除してから頻出語を抽出した．さらに，出
現パターンが似通った語を分析するために共起
ネットワークを描画した．共起ネットワークは，
語の出現回数が多いほど円を大きく，Jaccard
係数に応じて共起の程度が強くなるほど線を濃
く示している．Jaccard係数とは，語が共起し
ているかどうかを重視する係数であり，0から1
までの値で関連が強くなるほど1に近づく（樋
口，2020）．描画する共起関係の絞り込みとして，
語の最小出現数は5，描画数は30に設定した．
　「非認知能力」のセクションでは，日本語版
グリット尺度への回答を得点化した．努力の粘
り強さ因子6項目は「非常に当てはまる」を5点，

「全く当てはまらない」を1点とし，興味の一貫
性因子6項目は逆転処理をした．その後，各項
目と下位尺度，そして各項目の合計であるグ
リットの平均得点を算出し学年別に比較をした．
得点が高くなるほど尺度の傾向が強いことを示
している．有意差検定には一元配置分散分析を
用いて，有意な主効果が認められた場合には
Tukey法による多重比較を行なった．Levene
検定によって等分散を仮定しない項目はWelch

の補正による一元配置分散分析を用いて，有意
な主効果が認められた場合にはGames-Howell
法による多重比較を行なった．有意水準はい
ずれも危険率5％未満とし，統計処理にはIBM 
SPSS Statistics25を使用した．

Ⅲ．結果

　学修環境に関する結果を表2に示した．所有
している端末は「タブレット」が316名（27.3%），

「パソコン」が619名（53.5%）であった．タブレッ
トまたはパソコンのいずれかを所有している学
生は747名（64.6%）で，スマートフォンのみ所
有の学生は410名（35.4%）であった．自宅に
家庭用インターネット回線がある学生は997名

（86.2%）で，データ通信量容量制限なしのモバ
イルWi-Fi所有者も合わせると，1,010名（87.3%）
の学生は無制限の環境がある．一方，家庭用イ
ンターネット回線がなく，データ通信量容量制
限なしのモバイルWi-Fiも所有していない学生
は147名（12.2%）いた．スマートフォンの利用
可能データ通信容量は，「月11〜20GB」が209
名（18.1%）で最も多く，月20GB以下の学生は
約半数の546名（47.2%）であった．
　貸与iPadの利用状況に関する結果を表3に示
した．遠隔授業関連で貸与iPadを利用した学

構造であること，複数の研究方法によって信頼
性と妥当性を有することが確認されている（竹
橋ほか，2019）．回答には，①非常に当てはまる，
②かなり当てはまる，③少し当てはまる，④あ
まり当てはまらない，⑤全く当てはまらない，
の5段階評定を用いた．これら全ての調査項目は，
ICT教育推進プロジェクト会議で最終決定した．

３．分析方法
　分析対象者はアンケートに回答した1,188名
のうち，データに欠損があった31名を除く1,157
名とした．分析対象者の属性は，表1のとおり
であった．「学修環境」と「貸与iPadの利用状
況」，「遠隔授業」のセクションは，それぞれの
項目における各回答人数と回答率を算出した．
回答方法が自由記述の1項目（改善すべき点や
必要だと思うこと）については，樋口（2020）

表 1　属性
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表 2　学修環境

表 3　貸与 iPad の利用状況 図 1　iPad 貸与に対する考え

表 4　遠隔授業の受講状況

生は，1,076名（93.0%）であった．用途は，「遠
隔授業の受講」が1,050名（97.6%）で最も多く，

「配布資料の閲覧」，「レポート作成」，「インター
ネット検索」にも半数以上の学生が利用してい
た．iPad貸与に対する考えについては，図1に
結果を示した．iPadの貸与は良かったという
項目において，「非常に当てはまる」と回答し
た学生は689名（64.0%），肯定的な回答をした

学生は1,017名（94.5%）と，多くの学生が肯定
的に受け止めていることが示された．
　遠隔授業の受講状況に関する結果を表4に
示した．遠隔授業を受講した学生は，1,116名

（96.5%）であった．主に使用した端末は「貸与
iPad」が798名（71.5%）で最も多く，次いで「パ
ソコン」が125名（11.2%）であった．データ使
用量は「把握していない」が734名（65.8%）で
最も多く，主な受講場所は「自宅または寮」

溝上　拓志ほか
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が1,093名（97.9%）で最も多かった．遠隔授業
を総合的に考えた際のメリットとデメリットは，
図2と図3に結果を示した．メリットは「どこで
も受講できる」が971名（87.0%）で最も多く，
次いで「自分のペースで学修できる」が751名

（67.3%）であった．一方，デメリットは，「機
器トラブルが心配」が666名（59.7%）で最も多く，
次いで「課題の負担が大きい」が589名（52.8%）
と，半数以上の学生が機器への不安と課題の負
担を感じていることが示された．学修に適して
いると思う授業方法については，図4に結果を
示した．「オンデマンド型」に肯定的な回答を
した学生は666名（59.7%）で，「リアルタイム
型」に肯定的な回答をした学生239名（21.4%）
を大きく上回った．改善すべき点や必要だと思
うことの結果は，図5に示した．「課題提出状況
の提示」を求める学生が770名（67.0%）で最も
多く，次いで「学内Wi-Fi環境の整備」が549
名（49.2%）であった．自由記述項目である意
見や要望については，テキストマイニングの結
果を表5と図6に示した．頻出語上位20語のう

ち，「授業」が117回で最も多く，次いで「アプ
リ」が58回，「課題」が47回であった．共起ネッ
トワークでは14のグループが形成された．ここ
では，頻出語上位3語に着目してその結果を示
す．最も出現回数が多い「授業」は，「対面」

（.36）と「オンライン」（.30）に強い関連があった．
このグループには，「オンデマンド」，「実技」，「感
染」，「心配」の語も含まれていた．次に出現回
数が多い「アプリ」については，特定の語との

図 2　遠隔授業のメリット（複数回答可）

図 3　遠隔授業のデメリット（複数回答可）

図 4　学修に適していると思う授業方法

図 5　改善すべき点や必要だと思うこと（複数回答可）

表 5　意見や要望の頻出語上位 20 語

遠隔授業の実態と ICT 教育推進に向けた検討
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共起関係は描画されなかった．「課題」という
語は，「提出」（.45）と「期限」（.30）に強い関
連があり，さらに「提出」と「期限」との間に
は.57のとても強い関連が示された．このグルー
プでは上述した語のほかに，「多い」と「ToDo」
が含まれていた．
　非認知能力に関する日本語版グリット尺度の
結果を表6に示した．学年による違いを検討す
るために，学年の分類を独立変数，尺度の得点
を従属変数として一元配置分散分析を行なった．
各項目では，「新しいアイデアや計画によって，
それまで取り組んでいたことから注意がそれる
ことがある」（F（3,1153）=3.551，p＜.01），「数
か月ごとに新しい活動への興味がわいてくる」（F

（3,1153）=2.932，p＜.05），「重要な試練に打ち
勝つため，困難を乗り越えてきた」（F（3,1153）
=3.464，p＜.05）の3項目に有意な主効果が認
められた．多重比較を行なった結果，「新しい
アイデアや計画によって，それまで取り組んで
いたことから注意がそれることがある」は1年
生より4年生の方が有意に高く（p＜.01），「数

か月ごとに新しい活動への興味がわいてくる」 
は1年生より2年生の方が有意に高く（p＜.05），

「重要な試練に打ち勝つため，困難を乗り越え
てきた」は3年生より1年生の方が有意に高い値
を示した（p＜.05）．下位尺度では，「興味の一
貫性因子」（F（3,1153）=3.128，p＜.05），「努
力の粘り強さ因子」（F（3,1153）=2.907，p＜.05）
ともに有意な主効果が認められた．多重比較を
行なった結果，「興味の一貫性因子」は1年生よ
りも4年生の方が有意に高く（p＜.05），「努力
の粘り強さ因子」は2年生よりも1年生の方が有
意に高い値を示した（p＜.05）．グリットにつ
いては，有意な主効果は認められなかった（F

（3,1153）=0.941，p＞.05）．

Ⅳ．考察

　遠隔授業の受講に不可欠なインターネットに
ついて，1,010名（87.3%）の学生はデータ通信
容量無制限の環境があることが明らかとなっ
た（表2）．加納（2020）による5つの大学の学

図 6　意見や要望の共起ネットワーク

溝上　拓志ほか
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生を対象とした調査結果においても，8割以上
の学生に無制限環境があることが報告されてい
る．現在の大学生年代のインターネット利用率
は98%を超えており（総務省，2020），インター
ネットは生活基盤のひとつとなっている．さら
に，遠隔授業の実施も相まって，多くの学生は
無制限の環境があるといえる．所有している端
末でパソコンと回答した学生は，619名（53.5%）
であった（表2）．パソコンの所有率は，大学等
によって6割程度や9割を超えるなど大きな違い
がある（松田，2020；日本体育大学，2020；野村，
2021）．大学等によってはパソコンの購入を推
奨しているため，在籍する大学等の方針が影響
していると考えられる．また，タブレット，パ
ソコン，スマートフォンのいずれも所有してい
ないと回答した学生はいなかったが，スマート
フォンのみ所有の学生は410名（35.4%）いるこ
とが示された．大学の遠隔授業をスマートフォ
ン以外の端末で受講した学生は，スマートフォ

ンのみで受講した学生よりも画像を見やすく，
音声は適切で，課題を提出しやすいと感じて
いることが報告されている（横山ほか，2021）．
このことから，遠隔授業の受講だけでなくICT
教育においても，タブレットやパソコンを利用
できる学修環境が適切である．
　iPad貸与の対応については，回答者のうち
ほぼ全ての学生にあたる1,017名（94.5%）が
肯定的に受け止めていることが明らかとなっ
た（図1）．また，遠隔授業で主に利用した端末
も，貸与iPadが798名（71.5%）で最も多かっ
た（表4）．他の大学では遠隔授業を受講するに
あたって，主にパソコンが用いられていた（神
奈川大学，2020；白百合女子大学，2020；横山，
2021）．本学の学生も半数以上はパソコンを所
有しているが，主にパソコンを利用した学生は
125名（11.2%）にとどまる．そのため，パソコ
ンを所有している学生の多くも，遠隔授業の受
講には貸与iPadを利用したと推察される．また，

表 6　日本語版グリット尺度得点の分散分析結果
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貸与したiPadがWi-Fi + Cellularモデルであっ
たことも，多くの学生が利用した要因のひとつ
だといえるであろう．これらのことから，本学
による全学生へのiPad無償貸与の対応は，不
測の事態における遠隔授業の円滑化と教育の質
保証という双方の観点において，大きな効果を
もたらしたといえる．
　遠隔授業のメリットは，「どこでも受講でき
る」が971名（87.0%）で最も多く，次いで「自
分のペースで学修できる」が751名（67.3%）
という結果であった（図2）．先行研究（岡田，
2021；辻川ほか，2021）も同様の結果であり，
学生は大学構内だけでなく自宅でも学修できる
こと，授業方法によっては自分自身で学修を進
められることにメリットを感じていた．一方，
デメリットについては，半数以上の学生が「機
器トラブルが心配」，「課題の負担が大きい」と
回答した（図3）．特に新入生は，利用するシス
テムや情報機器への不安を同じように抱える可
能性が高く，より一層充実したサポートが必要
だといえる．改善案としては，他大学の取組み

（文部科学省，2020a；埼玉工業大学，online；
東海大学，2020）を参考に，学生サポーターも
含めた新入生支援体制の構築や遠隔授業に関す
る情報を集約したサポートページの開設など
が挙げられる．遠隔授業における課題の負担
は，他の大学においても多くの学生が感じてい
た（立教大学，2020；成城大学，2021；早稲田
大学，2021）．授業課題は，各教員が学修成果
の獲得に必要と判断した上で課しているもので
あるが，課題の最適化と学修の効率化との観点
で再検討が必要であることが示唆された．改善
案として，授業への出欠確認のみを目的とする
課題の場合は，授業時間内に取組むことができ
るようにするほか，リアルタイム型授業では
出席レポートを活用（Google，online1）する
方法が考えられる．学修に適していると思う
授業方法は，先行研究（樋口ほか，2021；横
山，2021）と同様で「オンデマンド型」が「リ
アルタイム型」を上回った（図4）．オンデマン
ド型は，状況に応じて授業動画の一時停止や繰
返し学ぶことが容易であり，「自分のペースで
学修」できることからリアルタイム型より高い

値を示したと考えられる．改善すべき点や必要
だと思うことについては，「課題提出状況の提
示」を求める回答が最も多かった（図5）．自
由記述を確認すると，「提出したにも関わらず，
提出済みと表示されない場合がある」といった
回答が見受けられる．この課題提出への気掛か
りが，提出状況の提示を求めるひとつの要因に
なっているといえる．Google Classroom上で
課題が提出済み表示とならないことへの対応と
しては，課題に応じて学生自身で「完了として
マーク」または「提出」をタップするよう，授
業内で適宜指示することがひとつの方法だと
いえる（Google，online2）．また，授業課題で
Google Formsを利用する場合は，原則1投稿1
添付，すなわち添付は当該Google Formsのみ
とする方法も挙げられる．自由記述である意見
や要望の項目では，共起ネットワークの描画に
よって，語と語の共起関係が明らかとなった（図
6）．「授業」については，コロナ禍の授業形態
に関して多様な意見や要望があること，感染リ
スクを減らすために実技以外はオンライン形式
を希望していることが窺える．「課題」に関し
ては，量が多いと感じていること，提出期限を
Google ClassroomのToDoで管理したいと考え
ていることが推察される．「アプリ」は，特定
の語との共起関係は描画されなかったが，出現
回数が多い語であった（表5）．回答では，授業
や部活動をはじめ，プリンターとの連携や就職
活動で利用するためにアプリケーションをイン
ストールしたいといった要望が多く見受けられ，
現在インストールされているアプリケーション
以外も必要としていることが示された．
　グリット尺度の合計得点は，2因子からなる
合成的特性と解釈されている（Duckworth and 
Quinn，2009；竹橋，2019）．そのため，グリッ
トに焦点を当てて述べることとする．グリット
について，学年間で有意な主効果は認められな
かったが，全ての学年で3.08以上を示した（表6）．
佐藤（2020）は，工学部およびデザイン工学部
の大学生を対象として調査した結果，グリッ
トは2.86であった．また，竹橋（2020）は，20
歳代から60歳代を対象として3.09であったこと，
年代が高いほどグリットが高くなることを報告
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している．本学の学生全体のグリットは3.10で
あることから，先行研究と比較しても高く，体
育・スポーツ・健康科学を基軸とした学びが「情
熱」と「粘り強さ」の獲得に繋がっていると推
察される．そして，この「情熱」と「粘り強さ」
は，コロナ禍という困難に立ち向かう上でも力
になると考えられる．
　本研究において，2020年度の遠隔授業に関す
る実態を明らかとした．大きな成果としては
iPadの貸与などが挙げられるが，一方で遠隔
授業の実施とICT教育推進に向けて改善を要す
る事項も明確となった．改善に向けた主な検討
事項としては，課題の最適化，貸与iPadへの
アプリケーションのインストール，学生がより
一層安心して受講できるサポート体制と学修環
境がある．この他にも，およそ半数の学生が学
内Wi-Fi環境の整備を必要と感じていた結果も
踏まえて，継続的な協議を進めていくことが必
要であると考えられる．また，学生が課題の提
出期限をToDoで管理したいと考えていること
は，教職員と共通認識を持ち対応できると良い
といえる．研究方法としては，他大学の項目を
参照していくなかで，遠隔授業の満足度も調査
するとより総合的な分析が可能になったといえ
る．また，本学は体育学部であることから，講
義，演習，実技などの授業種別に調査すること
で，より意義のある結果を得ることができたと
考えられる．

Ⅴ．まとめ

　本研究の目的は，2020年度の遠隔授業に関
する実態を明らかにすることであった．対象
は仙台大学に在籍する全学部生とし，Google 
Formsを用いて無記名のアンケート調査を実
施した．分析対象者はアンケートに回答した
1,188名のうち，データに欠損があった31名を
除く1,157名とした．本学学生の学修環境，貸
与iPadの利用状況，遠隔授業の実態について，
以下のことが明らかとなった．

1 ．タブレットまたはパソコンのいずれかを所
有している学生は747名（64.6%）で，スマー

トフォンのみ所有の学生は410名（35.4%）
であった．また，1,010名（87.3%）の学生
には，データ通信容量無制限の環境がある．

２．遠隔授業関連で貸与iPadを利用した学生は，
1,076名（93.0%）であった．iPad貸与の対
応については，1,017名（94.5%）の学生が
肯定的に受け止めていた．

３．遠隔授業のメリットは「どこでも受講でき
る」が971名（87.0%）で最も多く，デメ
リットは「機器トラブルが心配」が666名

（59.7%）で最も多かった．また，学修に適
していると思う授業方法について，「オン
デマンド型」に肯定的な回答をした学生は
666名（59.7%）で，「リアルタイム型」の
239名（21.4%）を上回った．

４．意見や要望は，「授業」，「アプリ」，「課題」
に関して多く挙がった．

　本研究結果は，新型コロナウイルス感染症へ
の感染防止対策として，急遽遠隔授業を受講す
ることとなった学生たちの率直な意見の集約で
ある．遠隔授業はコロナ禍によって大学生活の

「新たな日常」となりつつあり，デジタルトラ
ンスフォーメーションの推進という時代の流れ
と相まって，今後急速に改革が進むことが想定
される．本学においても，教育研究の質の向上，
そして大学全体の高度化に向けて，取組みを加
速しなければならないと考える．そのためには，
本研究結果を基に協議および検討していくこと，
関係部門と情報共有や連携を図ることが不可欠
だといえる．
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